
なかのしまのぞみだより

・ １日（木） こどもの日集会
＆５月誕生会

・ 9日（金） 青空給食

・ １５日（木） SDGｓふれあい出張講座
＊スケルトンごみ収集車が来ます

・ ２３日（金） 春の遠足（３歳児）
＊対象クラスはお弁当をご準備下さい

*予備日は27日（火）

・ ３０日（金） 春の遠足（４・５歳児）
*王禅寺エコ暮らし環境館（園バス）

                             ＊対象クラスはお弁当をご準備下さい

★英語（５歳） 1３、２０、 2７日 (火曜)

★体操（4，5歳） ２、1６、2３日（金曜）

＊今月から体操教室担当は小林健二先生になります

【 5月の予定】

<５/1 本日 災害伝言ダイヤル訓練日です>

★研修報告(4/19)★

社会福祉法人春献美会
なかのしまのぞみ保育園
2025年5月1日発行

「母の日」に思うこと

お誕生日おめでとう！

たいち 組 2名

わんぱく組 １名

たいが 組 ２名

[4/30 退園] わんぱく組 １名
                  ののはな組 １名

元気でね！

私が子育てをどっぷりしていた１０年前位までは、保育園や幼稚園の５月の保育活動で

「母の日」に似顔絵など贈り物を作る、というのは定番だったように思います。昨今、家庭の

形態は様々ですし、日本全体で子どもがいる世帯は今やかなりの少数派であるということもあり

この様な行事（父の日、敬老の日も同様）は大々的には行わないことが一般的となりました。

TVや街頭でも「お母さんいつもありがとう！」という広告はほとんど見かけなくなりましたが

母の日というイベントが昔より盛り上がらない状況は、私個人としては少し寂しいと感じます。

ベネッセ教育総研のレポート（2023年）によると、家庭内での子育ての分担比率に関して

母親は「自分が８～１０割」と答える方が過半数であったのに対し、父親では「０～３割」が

過半数を占めているなど、社会全体でみると、まだまだ家事育児は「お母さん」がその多くを

担っていて、ストレスを感じている現実があるのかもしれません。 家庭ごとに最適な育児分担

の比率は異なると思いますが、母の日（5/11）は、お母さんが主役で家族から感謝・慰労され、

父親や子どもも、それぞれ長時間の務め（保育園生活は、子どもにとっては仕事に近い

ものなのではないかなと思います）を頑張っていることを、母親から感謝される。

そんな風に「ありがとう」と家族で感謝しあえるような母の日になったら素敵だなと

思ったりするのです。そして、そんなことを照れずに本気で言えるのも

「乳幼児期」ならではの醍醐味かな？とも思ったりします。

今年から大学生になり、ほとんど会話もなくなった

息子と過ごしながら、そういう日々が我が家にも
あったことを懐かしく思い出します。

どうぞよい母の日をお過ごしください。

*171に電話をかけて,ガイダンスに従い再生して下さい

*電話番号は園の番号 044-328-5971を入力します

ベネッセ調査概要

１９日（土）保護者懇談会の後、午後の部は園内研修を行いました。
職員が全員同じ時間に出勤できる数少ない貴重な機会ですので、看護師
による心肺蘇生（AED）実施研修他ほか、グループワークとして
「子ども、保護者、職員みんなが主体で、皆が笑顔になれる取組み」を
話し合い、アイデアを出し合いました。すぐに実行できそうな事も沢山ありましたので、
今月からできることを一つ一つ実行していきたいと思っております。

※２枚目に保護者懇談会のアンケート結果報告がございます
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